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至

成

一
、

は

じ

め

に

敦
煌
莫
高
窟

の
十
七
号
窟
見
耳
洞
よ
り
発
見
さ
れ
た
仏
教
文
献

の
多

く
は
中

原
仏
教

の
三
蔵
を
書
写
し
た
写
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
写
本
は

願
主
を
皇
帝
、
貴
族
、
庶
民
に
お
く
祈
願
請
求
め
た
め
の
写
本
が
あ
る

が
、
供
養
以
外

の
写
本
と
し
て
、
多
く
の
論
書
、
律
典
の
写
本
が
存
在

す
る
。

こ
れ
ら
論
、
律

の
写
本
の
中
に
は
吐
蕃
の
支
配
期
に
唐
制
が
廃

止
さ
れ
、
そ
の
影
響
下
に
、
吐
蕃
独
自

の
仏
教
形
成
の
た
め
研
鎖
さ
れ

た
典
籍

も
数
多
く
あ

っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
翻
訳
、
注
釈
、
集
成
な

ど
数
多

く
の
学
問
組
織
を
経
由
し
た
成
果
が
敦
煌
出
土
文
献

の
中
に
残

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
学
問
的
組
織

の
中
心
に
位
置
し
て
い
る
の
が
曇
暖
で
あ
り
、

法
成

と

い

っ

た
人

々

で
あ

っ
た
。

そ

こ

で
私

は
法

成

に

関
す
る
文
献
を
整
理
し
、
『大
乗
四
法
経
』
と
よ
ば
れ
る

一
群
の
経
典

が
法
成

に
関
す
る
文
献
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
法
成

の
集
成

と
さ
れ

る

『大
乗
四
法
経
論
及
廣
繹
開
決
記
』

の
中
に
吐
蕃
支
配
期
の
敦
煌
の
仏
教
組

織
の

一
面
を
垣
間
み
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で

あ
る
。
そ
の
推
考
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
法
成
が

『大
乗
四
法
経
論
及

廣
繹
開
決
記
』
に
引
用
し
た

『眞
實
論
』
と
名
づ
け
ら
れ
た
未
伝

の
論

書
で
あ
っ
た
。

法
成
文
献
に
引
用
さ
れ
た

『眞
實
論
』
な
る
書
物
を
敦
煌
文
献
中
に

検
索
し
て
行
く
と
、
『金
剛
般
若
経
疏
』

『維
摩
経
疏
』
(汁

『金
剛
般
若
経
旨
讃
』

な
ど
た

『眞
實
論
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

さ
ら
に
、
そ
の
引
用
論
疏
の
範
囲
は
中
原
仏
教
に
も
及
ん
で

『仁
王
護

國
般
若
波
羅
蜜
多
疏
』
上

や

『大
方
廣
佛
華
巖
経

疏
』
五

(卍
績

な
ど
に
ま
で
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を

知
り
得
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら

『眞
實
論
』
に
係

っ
て
敦
煌
や
中
原
で
活
躍
し
た
法
成
、
曇

暖
、
道
臨
、
良
責
、
澄
観
、
浄
源
と
い
っ
た
人
物
誌
が
注
目
さ
れ
る
と

共
に
、
敦
煌
及
び
河
西

一
帯
の
仏
教
交
渉
の
情
況
を
把
握
す
る
必
要
が
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五

あ
る
。
吐
蕃
が
安
禄
山
の
乱

の
隙
に

一
時
的
な
が
ら
長
安
を
占
拠
し
た

の
は
七
六
三
年
、
吐
蕃
は
河
西
回
廊
の
都
市
を
東
か
ら
攻
略
、
涼
州
は

七
六
四
年
、
甘
州
は
七
六
六
年
、
瓜
州
は
七
七
六
年
に
陥
落
し
た
。
敦

煌
の
あ

る
沙
州
は

一
一
年
間
の
攻
防
に
堪
え
な
が
ら
も
七
八

一
年
つ
い

に
吐
蕃

に
屈
し
た
。
そ
し
て
土
豪
で
あ
っ
た
張
義
潮
が
吐
蕃
軍
を
追
放

す
る
ま
で

(八
四
八
年
)
吐
蕃

の
河
西
支
配
は
続

い
た
。
曇
暖
は
沙
州

陥
落
の
前
後
に
長
安
よ
り
こ
の
地
に
移
住
し
て
い
る
。
吐
蕃
軍

の
戦
火

に
追
わ

れ
て
敦
煌

へ
脱
れ
た
僧
尼
も
数
多
く
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
曇

噴
が

『
眞
實
論
』
の
存
在
を
明
記
し
て
い
る

『金
剛
般
若
経
旨
讃
』
は

彼
が
戦
火
を
避
け
て
い
た
霊
州
で
著
わ
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
敦
煌
に
入

る

(遅
く
と
も
七
六
四
年
ま
で
に
は
敦
煌
の
地
に
入
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
)
以

前

の
著

述
で
、
そ
の
後
、
涼
州
で

『大
乗
起
信
論
廣
繹
』
、
甘
州
で

『大

乗
起
信
論
略
述
』
を
著
わ
し
た
の
ち
敦
煌

の
地
に
到
着
し
て
い
る
。
法

成
に
よ
り
引
用
さ
れ
た

『眞
實
論
』
が
敦
煌
以
外

の
地
、
霊
州
で
曇
暖

に
よ
っ
て
引
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
吐
蕃
支
配
期

の
河
西

一
帯
に

イ
ン
ド

・
チ
ベ
ッ
ト
系

の
仏
教
が
、
か
な
り
根
強
く
研
鐙
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
示
す
証
拠
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
曇
暖
は
晩
年
、
敦
煌
を
占

領
し
た
チ
ベ
ッ
ト
の
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
王

(七
四
二
～
七
九
七
)
よ
り
下

問
を
受

け
る
ほ
ど
高
名
な
学
僧
で
あ
っ
た
。
王
は
占
領
者

の
特
権
を
利

用
し
て
仏
教
興
隆
の
た
め
イ
ン
ド
、
中
国

の
高
僧
を
召
集
し
た
。
し
か

し
、
当
時
中
国
で
台
頭
し
て
い
た
頓
悟
禅
の
教
義
は
イ
ン
ド
僧
の
説
く

仏
教
と

は
相
容

れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
両
仏
教

の
対
立
に
王
は
イ
ン

ド
僧

、
カ

マ
ラ

シ

ー

ラ

を

招

い

て
、
こ

の
騒

動

は
解

決

し

た

と

さ

れ

る
。

実

は

こ

の
イ

ン
ド

僧

、

カ

マ
ラ

ー

シ

の
著

述

に
も

『
眞
實

論

』

の
名

が

出

て

く

る

の
で

あ

る
。

そ

れ

は

ミカ

の
書

を
注

釈

し

た

。

に

と

『七
十
眞
實
論
』
の
名
で
出
る
。

法
成
所
引

の

一
論
書
の
問
題
は
、
中
原
仏
教
、
イ
ン
ド
仏
教

の
交
渉

と
い
う
点
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
し
か
も
法
成

の
集
成
で
あ
る

『大
乗

四
法
経
論
及
廣
釈
開
決
記
』
は
中
原
に
入
蔵

さ
れ
て
い
る

『大
乗
四
法

経
』
と
は
異
る
敦
煌
独
自
の

『大
乗
四
法
経
』
が
依
用
さ
れ
る
と
い
う

事
実
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
菩
薩
思
想
を
説
く
経
典
の
解
釈
を
ァ
ビ
ダ

ル
マ
文
献

の
思
想
で
着
色
す
る
の
で
あ
る
。

二
、
大
砒
婆
沙
論
雑
抄

の
問
題

敦
煌
出
土
の
仏
教
文
献

の
中
に
は
、
敦
煌

で
の
教
学
仏
教

の
実
際
を

知
ら
せ
る
が
如
き
文
書
が
見
受
け
ら
れ
る
。
辺
境

の
地
で
あ
る
敦
煌
に

お
い
て
、
高
度

で
、
新
し
い
仏
教
を
学
ぶ
に
は
造
詣

の
深

い
学
僧
と
文

献
と
が
必
要
で
あ
る
。
文
献
は
仏
教
経
論
で
あ
る
が
、
逐
字
的
講
義
録

の
場
合
も
あ
る
し
、
学
僧
の
講
述
を
自
在
に
メ
モ
す
る
場
合
も
あ
り
、

ま
た
翻
訳
、
集
成
、
著
述
と
い
っ
た
高
度
な
文
献
操
作
を
必
要
と
す
る

場
合
も
あ
っ
た
。

こ
こ
で
、
特

に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
敦
煌
文
書
に
は

「諸
論
雑

647



敦
燵
本
諸
雑
抄
の
研
究

(本

多
)

七
六

抄
」
と

で
も
よ
ぶ
よ
う
な
経
論
を
略
抄
摘
出
し
た
文
書
の
存
在
す
る
こ

と
で
あ
る
。

『佛
教
疏
繹
』

『阿
砒
達
磨
倶
舎
論
疏
』

『小

乗
三
科
』

『
大
小
乗
行
』

『砒
曇
部
論

疏
』

『雑
阿
毘
曇
心
章
』

『小
乗
十
八
部
略
説
』

『法
門
名
義
集
』

『成
實
論
疏
』

こ
の
よ
う
な
敦
煙
文
書
を
詳
細
に
調
べ
る

な
ら
、
吐
蕃
支
配
下

の
仏
教
の
情
況
が
多
少
な
り
と
も
理
解
で
き
る
の

で
は
な

い
か
と
思
う
。

こ
こ
で
は
実
際
に
敦
煙
本
で

「雑
抄
」
と
い
う
名
を
持

つ
ア
ビ
ダ
ル

マ
の
論
書

に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。
ス
タ
イ
ン
本

で
は

『阿
砒

婆
沙
論
雑
抄
』

『阿
砒
婆
沙
論
中
略
出
雑
抄
』

マ
マ

『
詞
砒
達
磨
説

一
切
有
部
発
智
大
砒
婆
沙
論
中
略
出
雑
抄
』

の
三
本
が
略
抄
で
あ
る
。

一
方
、
ペ
リ
オ
本
に
は

『
阿
砒
達
磨
発
智
大

砒
婆
沙
論
序
』

と
い
う

一
本
が
あ
る
。
現
行
の
玄
襲
訳

『大
毘
婆
沙
論
』
巻

一
と
の
比
較
に
お
い
て
特
色
を
持

っ
て
い
る
。

ス
タ

イ
ン
本
、
ペ
リ
オ
本

の

『大
毘
婆
沙
論
』
残
巻
を
見
る
限
り
、

こ
れ
ら
は
全

て

『大
毘
婆
沙
論
』
の
論
文
を
書
写
し
た
も
の
で
、
私
註

を
施
し
た
り
、
他
書

の
主
張
と
比
較
し
た
り
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま

た
皇
帝
、
貴
族
、
庶
民
を
願
主
と
し
た
写
経
に
類
す
る
書
写
功
徳
を
期

待
し
た
も

の
と
も
異
る
。
大
毘
婆
沙
論
略
抄
は
、
『大
毘
婆
沙
論
』
二
〇

〇
巻

の
中

か
ら
、
主
要
な
論
点
を
定
め
摘
文
を
抽
出
し
て
書
写
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
主
要
な
論
点
こ
そ
敦
燈
圏

の
仏
教
が
課
題
と
し
て
来

た
仏
教
学

の
内
容
を
示
す
も
の
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

次
に
ペ
リ
オ
本

に

つ

い
て
論

じ

て

お

き

た

い
。

『
阿

砒
達
磨
発
智
大
砒
婆
沙
論
序
』
と
記
さ
れ
る
こ
の

一
本
は
左
記

の
通
り

で
あ
る
。

ナ

　

コ
　

サ
　

　

お

ー
.
□
□
□
□
□
名
阿
砒
達
磨
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

2
.
復

□
所
説
法
性
死
有
乖
違
故
名
阿
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

　
ロ

3
.
相
極
善
串
習
必
死
有
能
如
法
□
難
令
於
法
性
有
少
違
故
□
□
□
□
□

4
.
外
道
他
論
故
名
阿
砒
達
磨
阿
砒
達
磨
大
論
師
邪
徒
異
学
□
□
□
□
□

5
.
者
世
友
作
如
是
説
常
能
決
択
契
経
等
中
諸
法
性
相
故
□
阿
砒
達
磨
復

6
.
次
於
十
二
支
縁
起
法
能
善
覚
□
□
名
阿
砒
達
磨
復
次
以
能
現
観
四
聖
諦

　　
　
　タ
わ

7
.
法
□
□
□
□
□
□
□
□
善
説
修
□
八
聖

道
法
故
名
阿
砒
達
磨
復
次
能
証
浬

8
№
□
故
名
阿
砒
□
□
□
□
於
諸
法
□
死
量
門
□
□
□
□
□
□
阿
砒
達
磨
大
徳

9
№
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
句
身
文
身
次
第
結　
　

　

　

　
る

　
　

10
.
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
阿
砒
達
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
此
是
決
択
□
慧

11
.
此
是
勝
義
慧
此
是
不
謬
慧
故
名
□
□
□
□
□
□
妙
音
作
如
是
説
求
解

12
.
脱
者
修
正
行
時
能
為
分
所
別
未
□
□
□
□
此
是
苦
此
是
苦
因
此
是
苦
滅
此

13
.
是
趣
滅
道
此
是
加
行
道
□
□
□
□
道
此
是
解
脱
道
此
是
勝
進
道
此
是

14
.
向
道
此
是
得
果
能
正
分
別
如
□
□
義
故
名
阿
砒
達
磨
法
密
部
説
此
法
増
上

15
.
故
名
阿
砒
達
磨
如
有
頒
言

慧
於
世
間
尊

能
決
択
趣
向

以
正
了
知
故

老
死
尽
無
余

16
.
化
地
部
説
慧
能
照
法
故
名
阿
砒
達
磨
如
契
経
説

一
切
照
中
我
説
慧
照
最
為
上

17
.
首
讐
喩
者
説
於
諸
法
中
浬
藥
最
上
此
法
次
彼
故
名
阿
砒
達
磨
声
論
者
言

18
.
阿
謂
除
棄
砒
謂
決
択
此
法
能
除
棄
決
□
故
名
阿
砒
達
磨
何
所
除
棄
謂

648



敦
煌
本
諸
雑
抄
の
研
究

(本

多
)

七
七

19
.
結
縛
随
眠
煩
悩
纏
何
所
決
択
謂
慈
界
処
縁
起
諦
食
及
沙
門
果
菩

20
.
提
分
等
尊
者
仏
護
作
如
是
説
阿
砒
者
是
助
言
顕
現
前
義
此
法
能
□

一
切

21
.
善
法
謂
諸
覚
分
皆
現
在
前
故

名
阿
砒
達
磨
尊
者
覚
天
作
如
是
説
阿
砒

　

22
.
者
是
助
言
顕
増
上
慢
者
阿
砒
達
磨
慢
増
上
覚
者
名
阿
砒
覚

23
.
増
上
老
者
名
阿
砒
左
此
亦
如
是
此
法
増
上
故
名
阿
砒
達
磨
尊
者
左
受

　

　

べ

っ
　

サ

　

24
.
作
如
是
説
阿
砒
助
言
顕
恭
敬
□
如
恭
敬
稽
首
者
名
阿
砒
稽
首
恭
敬

25
.
養
者
名
阿
砒
供
養
此
亦
如
是
此
法
尊
重
可
恭
敬
故
名
阿
砒
達
磨

26
.
問
何
故
此
論
名
発
智
耶
答
諸
勝
義
智
皆
従
此
発
此
為
初
基
故
名
発

27
.
智
復
次
此
論
応
名
智
安
足
処

諸
勝
義
智
此
為
根
本
依
此
而
立
是

28
.
故
名
為
智
足
処
復
次
諸
勇
健
智
此
敢
能
発
発
勇
□
縁
故
名

29
.
発
智
復
次
諸
智
彼
岸
依
此
能
到
故
名
発
智
開
発
諸
法
自
相
共
相
死

30

.
有
能
□
此
論
者
故
復
次
世
出
世
智
皆
依
此
発
智
之
妙
門
故
名
発
智

31

.
問
此
論
勝
利
其
相
云
何
答
随
順
解
脱
断
除
繋
縛
順
空
死
我
違

32

.
我
々
所
顕
死
我
理
遮
数
取
趣
開
覚
意
息
昏
迷
遣
愚
療
生
□
慧

33
.
断
疑
網
与
決
定
背
雑
染
向
清
浄
詞
流
転
讃
還
滅
捨
生
死
□
□

34
.
盤
擢
破

一
切
外
道
邪
論
成
立

一
切
仏
法
正
論
此
論
勝
利
其
相

(各
行
上
段

の
ー
.
…
34
.
に
番
号
及
び
大
正
蔵
経
は
筆
者
付
)

紙
背
文
書
で
あ
る
ペ
リ
オ
本
の
婆
沙
論
の
序
は
、
紙
面
最
後
の
記
述

部
分
に
特
色
が
見
ら
れ
る
。
現
行

の
婆
沙
論

の
序
に
は
玄
奘
な
ど
に
よ

る
刊
記
が
存
在
す
る
。

を
見
る
と
、
本
来
、
刊
記
も
書
写

さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
部
分
が
故
意
に
削
除
さ
れ
た
形
跡

が
あ
る
。

何
故
に

で
は
こ
の
部
分
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
ペ
リ
オ
本
は
法
成
が
著
わ
し
た
四
法
経
の
注
釈
で
、
法
成
自

身
が
用
い
た
婆
沙
論
巻
頭

の
序
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
る
。
吐
蕃
支
配

期
の
敦
煌
仏
教
は
、
中
原
仏
教
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
、
敦
煌
独
自

の
仏
教
の
構
築
を
め
ざ
し
て
い
た
。

七
八
八
年
三
月
敦
煌
に
住
む
僧
尼
数
三

一
〇
人
が

一
三
ヶ
寺
と
い
く

つ
か
の
僧
院
で
学
ん
で
い
た
が
、
八
四
八
年
頃

ま
で
に
僧
尼
数
は
千
人

近
く
に
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
か
ら
、
敦
煌
は
僧
尼
で
あ
ふ
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
僧
尼
に
対
し
て
敦
煌
独
自

の
仏
教
を
興
す
た
め

に
、
教
学
樹
立
の
必
要
性
が
布
告
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
。
教
学
の
再
編
に

ァ
ビ
ダ
ル
マ
仏
の
受
容
は
最
も
便
利
で
簡
易
な
方
法
で
あ
っ
た
に
ち
が

い
な
い
。
そ
れ
は
イ
ン
ド
仏
教
と
中
国
仏
教
を
視
野
に
入
れ
う
る
敦
煌

仏
教
独
自

の
道
を
開
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

の
序
文
末

の
刊
記
削
除
は
、
敦
煌
仏
教
確
立

に
は
す
で
に
中
原
仏
教

の
翻
訳
者
、
筆
受
者
等
の
刊
記
が
必
要
と
さ
れ
な
い
こ
と
を
示
し
た
も

の
と
考
え
た
い
。

三
、
倶
舎
論
雑
抄
の
問
題

『阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
は
婆
沙
論
と
共
に
、

ァ
ビ
ダ
ル
マ
論
書

の
双

壁
で
あ
る
。敦
煌
出
土
の
仏
教
資
料
の
中
に
も
倶
舎
論
の
名
を
多
く
見
る
。

敦
煌
で
の
婆
沙
論
は
仏
教
の
講
義
、
研
究

の
た
め
に
書
写
さ
れ
て
い

る
が
、
倶
舎
論

の
書
写
本
の
中
に
は
写
経
に
相

当
す
る
程
、
丁
寧
に
書

写
さ
れ
た
倶
舎
論
も
あ
る
。
ス
タ
イ

ン
本

の

『阿
砒
達
磨
倶
舎
論
巻
七
』

が

そ
れ

で
あ

る

。

は

一
九

紙

に
わ

た

り
、

一
紙

約
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七
八

一
九
行
、
一
行
に

一
七
文
字
が
筆
に
よ
り
楷
書
体
で
清
書
さ
れ
て
い
る
。

世
親
菩
薩
の
手
に
成
る
倶
舎
論
は
写
経
、
造
経
と
同
じ
尊
崇
を
も

っ
て

扱
わ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
い
う
倶
舎
論
雑
抄
は
も
う

一
つ
の
敦
煌
仏
教
の
側
面
を
説
く

も

の

で

あ

る
。

ス
タ

イ

ン
本

に
は

『阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
と

あ
っ
て
倶
舎
論

の
要
文
を
抄
出
し
て
い
る
。
ス
タ
イ
ン
本
全
四
紙
と
背

面
三
紙
に
わ
た
り
諸
論

の
要
文
を
書
写
す
る
。

敦
煌
本

を
現
行
の
倶
舎
論
と
比
較
し
て
み
る
。

阿
毘
達
磨
倶
舎
論
巻
第
四

以
下
法
生
時
井
二
其
自
膿

一
三
法
倶

起
上
。
第

一
本
法
。
第

二
法
得
。

第

三
得
得
。
謂
相
績
中
法
得
起
故

成

二就
本

法
及
與
二
得
得

一。
得
得

起
故
。
成
二就

法
得

一。
是
故
此
中

無
二
無
窮
過

一。

如
レ
是
若
善
若
染

汚
法
。

一
一
自

膿
初
生
起
時
井
二

其
自
膿

二
二
法
倶

起
。

第

二
刹
那

六
法

倶
起
。

謂

三
法
得

及

三
得

得
。
第

三
刹
那

十
八
倶

起
。
謂
於

二
第

一
第

二
刹
那

一所
レ
生
諸
法
有

二
九
法
得
及
九
得
得

一。

如
レ
是
諸

得

後
後
韓
増
。
一
切
過
去
未
來
煩

悩
及
随
煩
悩
井
生
得
善
刹

那
刹
那
相

鷹

倶
有
無
始
無
終
生
死
輪
轄
有
二
無

邊

得

一。
且

一
有
情
生
死
相
績
刹

那

刹
那
起
二
無
邊
得

一。
如
レ
是

一
切
有

情
相
績

一
一
各
別
。
刹
那
刹
那
無
量

無
邊
諸
得
倶
起
。
如
レ
是

諸
得
極

多

集
會
。
無
二
封
擬

一故
互
相
容
受
。
若

不
レ
爾
者
。

一
有
情
得
虚
空

不
レ
容
。

況
第

二
等

(T
29

・
23

・
c
)

敦
煌
本

以
下
法
生
時
井
其
自
膣
三
法
倶
起
第

一
本
法
第
二
法
得
第
三
得
得
謂
相
績

中
法
得
起
故
成
就
本
法
及
與
得
得
得

得
起
故
成
就
法
得
。
是
故
此
中
無
無

窮
過
一如
是
若
善
若
染
汚
法

一
一
自

膣
初
生
起
時
井
其
自
膿
三
法
倶
起
第

二
刹
那
六
法
倶
起
謂
三
法
得
及
三
得

得
第
三
刹
那
十
八
倶
起
謂
於
第

一第

二
刹
那
所
生
諸
法
有
九
法
得
及
九
得

得
。
如
是
諸
得
後
後
轄
増
。
一
切
過

去
未
來
煩
悩
及
随
煩
悩
井
生
得
善
刹

那
刹
那
相
磨
倶
有
無
始
無
終
生
死
輪

轄
有
無
邊
得
且
一
有
情
生
死
相
績
刹

那
刹
那
起
無
邊
得
如
是

一
切
有
情
相

績

一
で
各
別
刹
那
刹
那
無
量
無
邊
諸

得
倶
起
如
是
諸
得
極
多
集
會
無
射
凝

故
互
相
容
受
若
不
余
者

一
有
情
得
虚

空
不
容
況
第
二
等

得
と
非
得
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
経
量
部

で
は
非
得

の
存
在
を
認

め
な
い
。
有
部
で
は
私
が
何
か
を
得
る
時
、
得
と
い
う
も
の
が
存
在
し

て
私
を
つ
な
ぎ

つ
け
て
い
る
と

い
う
。
法
が
生
ず
る
時
に
は
自
体

に
本

法
と
大
得
、
小
得
三
法
が
倶
起
す
る
。
第
二
刹
那
に
は
六
法

(三
法
の

得
と
三
得
の
得
)
、
第
三
刹
那
に
は

一
八
法
が
倶
起
す
る
。
無
始
無
終

の
生
死
の
輪
廻
に
は
無
辺
の
得
が
存
在
す
る
と

い
う
。

阿
毘
達
磨
倶
舎
論
第
五

分
別
根
品

第
二
之
三
.

此
有
二
生
生
等
一

於
二八

一
一有
レ
能
。

論

日
。
此
謂
前
説

四
種
本
相
。
生
生

等
者
。
謂

四
随
相
。
生
生
往
往
異
異

滅
滅
。
諸
行
有
爲
由

二
四
本

相
}。
本

相
有
爲
由
二
四
随
相

一。
豊
不
下
本
相

敦
煌
本此

有
生
生
等

於
八

一
有
能

論

日
此
謂
前

説

四
種
本

相
生

生
等

者
。
謂

四
随
相
。
生
生
往
往
異
異
滅

滅
。
諸
行
有
爲
由
四
本
相
奉

相
有
爲

由
四
随
相
。
豊
不
本
相
如
所
相
法

一
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七
九

如
二所
相
法

二

一
磨
レ有
二
四
種
随
相

。

此
復
各
四
展
韓
無
窮
上
。
無

二
斯

過
失

一。

四
本
四
随
於
レ
八
於
レ
一
功

能
別
故
。
何
謂
二
功
能

一。
異
法
作
用

或
謂

士
用
。

四
種
本
相

一
一
皆
於

二

八
法

一有

レ
用
。

四
種
随
相

一
一
皆

於
二
一
法

「有
レ
用
。

其
義
云
何
。

謂

法
生
時
井
二
其
自
禮

一九
法
倶
起
。
自

膿
爲
レ
一
相
随
相

八
。
本
相
中
生
除

二
其
自

性

一生
二蝕

八

一。
随
相
生
生
於

二
九
法
内

一唯
生
二
本
生

一。
謂
如
下
雌

鶏
有

レ
生
二多

子

一有
レ
唯
生

」

。
生

與
二
生
生

一生
レ
八
生
レ
一
其
力
亦
爾
。

本
相
中
住

亦
除
二
自
性

一住
二
飴
八
法

一。
随
相
住
住
於

二
九
法
中

一唯
住
二
本

佳

一異
及
滅

相
随
レ
磨
亦
爾
。
是
故
生

等
相
復
有
レ
相
。
随
相
唯

四
無
二
無
窮

失

一。
経
部
師
説

何
縁
如
レ
是
分
二
析

虚
空

。
非
二
生
等

相
有
二
實
法
膿

如

レ
所
二分

別

}。
所

以
者
何
。
無
二定

量

故
。

謂
此
諸
相
非
下
如
二
色
等

一有

二

定

現
比
或
至
教
量

一謹
中
膣
實
有
上
。

若
爾
何
故

契
経
中

言
下
有
爲
之
起
亦

可
二
了
知

マ。
蓋

及
住
異
亦
可
中
了
知
レ
。

天
愛
汝
等
執
レ
文
迷
レ
擬
。
薄
伽
梵
説

レ
擬
是
所
依
。

何
謂
二
此
経

所
レ
説
實

義

一。
謂
愚

夫
類
無
明
所
レ
盲
。
於

二

行
相
績
執

二我

我
所

一。
長
夜

於
レ
中

而
生
二
耽
著

一。
世
尊
爲
レ
断

二
彼
執
著

一故
顯

二行
相
績
膣
是
有
爲
及
縁
生
性

。
故
作

二
是
説

}。
有

二
三
有

爲
之
有

爲
相

一。
非
レ
顯
諸
行

一
刹

那
中
具
有

二
三
相

一。
由

二
一
刹
那
起
等

三
相

不

一レ
可
レ
知

故
。
非

二
不
レ
可
レ
知
磨
二
立

爲

ジ
相
。
故
彼
契

経
復

作
二
是
説

一。

有
爲
之
起
亦
可
二
了
知

}蓋
及
住
異
亦

可
二
了

知

一。

然
経

重
二
説

有

爲
一言旦

者
。

令
レ
知
比
相
表

二
是
有
爲

一。
勿

謂

レ
此
相

表
二
有
爲

有

一如

丙
居
二
白

鷺
表
水
非
中
無
。
亦
勿

レ
謂
下
表

二有
爲

善

悪

一如
上
童
女
相
表
善

非
善
中
。
諸

行
相
績

初
起
名
レ
生
。

終
蓋
位
中
説

名
爲
レ
滅
。
中
間
相
績
随
轄

名
レ住
。

此
前
後

別
名
爲
二
佳

異

一。

世
尊
依

レ

此
説
二
難
陀

一
言
。
是
善

男
子
善
知

二
受
生

一善
知

二
受
住

一及
善
知

二
受
衰

異
壊
滅

一。
説
レ
頒
言(T
29

・
27

・
b
)

一
磨
有
四
種
随
相
此
復
各
四
展
韓
無

窮
無
斯
過
失
四
奉
四
随
於
八
於

一
功

能
別
故
何
謂
功
能
異
法
作
用
或
謂
士

用
四
種
奉
相

一
一
皆
於
八
法
有
用
四

種
随
相

二

皆
於
一
法
有
用
作
義
云

何
謂
法
生
時
井
其
自
膣
九
法
倶
起
自

膿
爲

一
相
随
相
八
卒
相
中
生
除
其
自

性
生
蝕
八
随
相
生
生
於
九
法
内
唯
生

杢
生
謂
如
雌
鶏
有
生
多
子
有
唯
生
一

生
與
生
生
生
八
生

一
其
力
亦
余
奉
相

中
佳
亦
除
自
性
住
蝕
八
法
随
相
住
住

於
九
法
中
唯
住
住
異
及
滅
相
随
磨
亦

余
是
故
生
等
相
復
有
相
随
相
唯
四
無

無
窮
失
経
部
師
説
何
縁
如
是
分
析
虚

空
非
生
等
相
有
實
法
膿
如
所
分
別
所

以
者
何
無
定
量
故
謂
此
諸
相
非
如
色

等
有
定
現
彼
或
至
教
量
謹
膿
實
有
若

爾
何
故
契
経
中
言
有
爲
之
起
亦
可
了

知
壼
及
住
異
亦
可
了
知
如
而
汝
等
執

文
迷
擬
薄
伽
梵
説
擬
是
所
依
何
謂
此

経
所
説
實
義
謂
愚
夫
類
無
明
所
盲
於

行
相
績
執
我
我
所
長
夜
於
中
而
生
航

著
世
尊
爲
断
彼
執
著
故
顯
行
相
績
膿

是
有
爲
及
縁
生
性
故
作
是
説
有
三
有

爲
之
有
爲
相
非
顯
諸
行

一
刹
那
中

具
有
三
相
由

一
刹
那
起
等
三
相
不

可
知
故
非
不
可
知
磨
立
爲
相
故
彼

契
経
復
作
是
説
有
爲
之
起
亦
可
了

知
蓋
及
住
異
亦
可
了
知
然
可
重
説

有
爲
言
者
令
知
比
相
表
是
有
爲
勿

謂
此
相
表
有
爲
有
如
丙
居
白
鷺
表

水
非
無
亦
勿
謂
表
有
爲
善
悪
如
童

女
相
表
善
非
善
諸
行
相
績
璽
起
名

生
終
蓋
位
中
説
名
爲
滅
中
間
相
績

随
韓
名
住
此
前
後
別
名
爲
住
異
世

尊
依
此
説
難
施
言
是
善
男
子
善
知

受
生
善
知
受
住
及
善
知
受
衰
異
壊

滅
説
頒
言
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こ
の

一
段
は
生
住
異
滅
の
四
相
に
っ
い
て
四
相
自
体
が
有
為
法
で
あ

る
か
ら
、
他

の
四
相
に
遷
せ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
無
窮

の
難
に
至

る
。
こ
れ
に
っ
い
て
有
部
が
八

一
有
能
説
を
出
す
。
根
本
の
相
で
あ
る

生
相
に
対
し
て
生
相
を
生
ぜ
し
め
る
生
生
相
と
い
う
或
る
種

の
力

(随

相
)
を
認

め
る
の
で
あ
る
。
で
は
こ
の
生
生
相
の
随
相
に
更
に
四
相
が

か
か
る
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
元
に
戻
っ
て
本
相
が
こ
れ
を
生
ぜ
さ
せ

る
の
だ
と
。
本
相
と
随
相
は
同
時
因
果
で
あ

っ
て
互
い
に
作
用
す
る
か

ら
随
随
相
な
ど
考
え
る
必
要
な
し
と
い
う
。
生
相
は
所
相
の
法
で
あ
る

本
法
と
生
生
相
乃
至
住
相
以
下
滅
滅
相
に
至
る
ま
で
八
個
を
生
ぜ
し
め
、

滅
相
も
八
個
を
滅
せ
し
め
る
。
こ
れ
に
対
し
、
生
生
相
は
た
だ
生
相
の

一
の
み
を
生
ぜ
し
め
る
の
で
あ
る
。
有
部

で
は

一
刹
那
に
本
法

・
四
本

相

・
四
随
相
の
九
法
倶
起
す
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
有
部
の
刹
那
生

滅
説
に
対

し
て
経
量
部
は

一
期
生
滅
説
に
重
点
を
お
く
。

有
部

が
聖
教
量
を
以
っ
て
起

(生
相
)

の
実
在
を
主
張
す
る
の
に
対

し
経
部

は
、
天
愛

(如
而
愛
)
よ
汝
ら
は
文
に
執
わ
れ
て
義
に
迷

っ
て

い
る
。

と
い
い
四
相
の
仮
立
を
主
張
す
る
。

と

こ

ろ

が

、

}
で
は
長
行
に
続

い
て

「本
先
今
有
生

相
績
随

轄
佳

前
後
別
佳
異

相
績
漸
名
滅
」
の
頒
文
が
書
き
写
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で

『阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
巻
五

の
当
文
を
見
る

と
、
四
句

一
頒
の
頒
文
が
三

つ
並
記
さ
れ
て
い
る
が
、
ス
タ
イ
ン
本
の

筆
者
は
第

二
頒
の
み
を
書
写
し
、
第

一
頒
と
第
三
頒
は
取
り
上
げ
て
い

な
い
。

こ
の
頒
文

の
主
張
者
は
経
量
部
師
で
あ
る
。
経
部
師
は
四
相
は

一
期
生
滅
で
考
え
る
の
が
よ
い
が
、
刹
那
生
滅

で
理
解
し
て
も
四
相
は

成
立
す
る
と
会
通
す
る
。

一
々
の
刹
那
に
於

て
本
無
今
有
を
生
と
し
、

有
已
還
無
を
滅
と
し
、
後
々
の
刹
那
が
前
々
に
次

い
で
起

こ
る
の
を
住

と
し
、
そ
の
前
後

で
差
別
あ
る
の
を
異
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
れ
が
経
部

師

の
主
張

で
あ
る
。
ス
タ
イ
ン
本

の
筆
者
は
こ
の
頒
文

の
存
在
を
高
く

評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

阿
毘
達
磨
倶
舎
論
第
六

分
別
根
品

第

二
之

四

経
部
師
読
。

一
切
無
爲
皆
非
四
實
有

如
三
色
受
等
別
有
二
實
物

一。
此
所
レ
無

故
。
若
爾
何

故
名
二
虚
空

一。
唯
無
レ

所
レ
鯛
説
名

二
虚
空

一。
謂
於
二
暗
中

一

無
レ
所
二
鯛
封

一。

便
作
二
是
説

一。
此

是
虚
空
。

已
起
随
眠
生
種
滅
位
由
二

簡
澤
カ

一由
レ
閾
レ
縁
故
蝕
不
二
更
生
名

二
非
澤
滅

一。
如

下
残

二衆

同
分

一中
天

者
餓
慈

一。

蝕
部
説
。
由
二
慧
功
能

一

随
眠

不
レ
生
名
爲
二
澤
滅

一。
随
眠
縁

閾
後
苦
不

レ生
不

レ
由
二
慧
能

一名
二
非

澤
滅

一。
離

二簡
澤
力

一此
滅

不
レ
威
故

此

不
生

丁即
澤
滅
撮
。
有
説
。
諸
法

生

已
後
無
。
自
然
滅
故
名
二
非
澤
L。

如
レ
是
所
執
非
澤
滅
膿
磨
二是
無
常
一。

経
部
師
説

一
切
無
爲
皆
非
實
有
如

色
受
等
別
有
實
物
此
所
無
故
若
余

何
故
名
虚
空
唯
無
所
鯛
説
名
虚
空

謂
於
暗
中
□
無
所
鯛
封
便
作
是
説

此
是
虚
空
己
起
随
眠
生
種
滅
位
由

簡
澤
力
由
閾
縁
故
蝕
不
更
生
名
非

澤
滅
如
下
残
衆
同
分
中
天
者
蝕
纏

絵
部
読
由
慧
功
能
随
眠
不
生
名
爲

澤
滅
随
眠
縁
闘
後
苦
不
生
不
由
慧

能
名
非
揮
滅
離
簡
澤
力
此
滅
不
成

故
此
不
生
・即
澤
滅
擾
有
説
諸
法
生

已
後
無
自
然
滅
故
名
非
澤
如
是
所

執
非
澤
滅
膿
磨
是
無
常
未
滅
無
故

豊
不
澤
滅
澤
爲
先
故
先
無
後
有
磨

亦
無
常
非
澤
爲
先
方
有
澤
滅
如
何
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一

未
レ
滅
無
故
。
豊

不
三
澤
滅
澤

爲
レ
先

故
先
無
後
有
磨
二
亦
無
常

「。

非
三
澤

爲
レ
先
方
有
二
澤
滅

一。
如
何

澤
滅
亦

是
無
常
。
所
以
者
何
。
非
三
先
有
レ
澤

後
未
生
法
方
有

二
不
生

一。
何
者
。
不

生
本
來
自
有
。
若
無
二簡

澤

一諸
法
慮

レ
生
。
簡
澤
生
時
法
永

不
レ
起

。
於
二

此
不
起

一澤
有
二功
能

一。
謂
於
二
先
時

一未
レ
有
二
生
障

}今
爲
二
生
障

一非
レ
造

二不
生

一。
若
唯
不
生
是
浬
藥
者
。
此

経
文
句
當
二
云
何
通

一。
経
言
。
五
根

若
修
若
習
若
多
修
習
。
能
令

二
過
去

未
來
現
在
衆
苦
永
断

一。
此

永
断
膣

印
是
浬
藥

(
T
29

.
34

・
a
)

澤
滅
亦
是
無
常
所
以
者
何
非
先
有

澤
後
未
生
法
方
有
不
生
何
者
不
生

浬
藥
本
來
自
有
若
無
簡
澤
□
□
□

□
□
□
□
□
法
永
不
起
於
此
不
起

澤
有
功
能
謂
於
先
時
未
有
生
障
今

爲
生
障
非
造
不
生
□
若
唯
不
生
是

浬
藥
者
此
経
文
句
當
云
何
通
経
言

五
根
若
脩
若
習
若
多
脩
習
能
令
過

去
未
來
現
在
衆
苦
永
断
此
永
断
膣

印
是

無
為
無
因
果
論
を
説
明
す
る
。
三
無
為
法
は
能
作
因
で
あ
る
が
結
果

を
有
し
な

い
。
択
滅
無
為
は
離
繋
果
で
あ
る
が
そ
れ
を
生
じ
る
原
因
を

有
し
な

い
。
無
為
は
無
因
果
で
非
因
果
で
な
い
。
経
部
師
は
無
為

は
因

で
は
な

い
し
、
色
受
等
の
如
き
実
有
物

で
も
な
い
。
無
為
法
は
無
体
で

あ
る
か
ら
と
い
う
。
有
部
師
は
で
は
何
故
虚
空
等
と
名
づ
け
る
の
か
と

反
問
す
る
。
経
部
師
は
触
対
す
る
所
な
き
を
虚
空
と
し
、
現
行
の
惑
が

滅
す
る
時
、
択
力
に
よ
っ
て
惑
、
後
有

の
生
じ
な
い
所
で
択
滅
と
す
る
。

た
だ
能
生

の
縁
を
欠
く
た
め
生
じ
な
い
所
を
さ
し
て
非
択
滅
と
す
る
。

有
部
が
信
等
の
立
根
を
修
す
れ
ば
三
世
の
衆
苦
を
永
断
せ
し
め
る
。
そ

の
永
断

の
体
が
浬
藥
で
あ
る
と
説
く
の
に
対
し
、
経
部
は
永
断

の
断
と

い
う
の
は
実
は
未
来
の
体
を
遮
断
す
る
の
だ
と

い
う
。
無
為
無
因
果
論

に
つ
い
て
の
有
部
と
経
量
部
の
対
論
は
広
範
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

六
因
四
縁
を
立
て
る
有
部
で
あ
る
が
、
『阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
巻
六

で
は
六
因
説
に
つ
い
て
は
、

「許
」
の
字
で
疑
い
を
示

す
。
四
縁
説
は
仏
説
と
し
て
異
論
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で

は
等
無
間
縁
に
つ
い
て
、
欲
界
に
善
、
不
善
、
有
覆
無
記
、
無
覆
無
記

の
四
心
、
色
界
に
は
善
と
有
覆
無
記
、
無
覆
無
記
の
三
心
、
無
色
界
も

色
界
と
同
じ
く
三
心
が
あ
り
、
こ
れ
ら
十
種
の
心
は
有
漏
だ
と
い
う
。

無
漏
に
は
学
と
無
学
の
二
心
が
あ
り
総
計
十
二
心
と
な
る
。
以
下
、
倶

舎
論
は
十
二
心

の
相
性
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

以

上

、

に
遺
さ
れ
た

『阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
抄
出

の
要
文
に

つ

い

て
検

討

し

て

み

た

。

こ

の

ス

タ

イ

ン
本

は

『
阿

毘

達

磨

倶

舎

論

』

巻

八

よ

り

一
文

、

巻

一
五

よ

り

二
文

、

巻

一
六

よ

り

一
文

、

巻

一
九

よ

り

一
文

、
巻

二

一
よ

り

一
文

、
巻

二
三

よ

り

一
文

、
巻

二

四
よ

り

一
文

、

巻

二
五

よ

り

一
文

、

巻

二
七

よ

り

一
文

、

巻

二
八

よ

り

一
文

、
巻

二
九

よ

り

一
文

、
戻

っ
て
巻

二

三

よ

り

一
文

の
総

計

一
三
文

を
抄

出

し

た

も

の

で
あ

る
。

の
背
面
に
は
更
に

『阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
巻
九
よ

り

一
文
、
巻

一
一
よ
り

一
文
、
巻
数
不
明
の

一
文
も
書
写
さ
れ
て
い
る
。

小
論
は
紙
面

の
関
係
に
よ
り
倶
舎
論
全
体
か
ら
見
れ
ば
前
半
部
分
、
界

品
、
根
品
の
雑
抄
に
言
及
す
る
に
止
め
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
僅
少
の

雑
抄
を
調
べ
て
判
明
し
た
こ
と
は
、
ス
タ
イ

ン
本

の
筆
写
に
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係

っ
た
人

は
単
に
倶
舎
論

の
論
文
を
自
在
に
引
用
書
写
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、
ァ
ビ
ダ
ル
マ
教
学
の
矛
盾
を
持

っ
諸
項
に
意
を
注
い
で
倶
舎

論
の
要
文
を
抄
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
倶
舎
論
雑
抄
の
主
眼
は

経
経
部
の
思
想
、
即
ち
、
著
者
で
あ
る
世
親
の
主
張
す
る
喩
伽
、
唯
識
的

思
想
を
倶
舎
論
か
ら
抄
出
す
る
作
業
を
行
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

四

、
お
わ
り
に

敦
煌
出
土

の
仏
教
文
献

の
中
か
ら
、
ァ
ビ
ダ

ル
マ
関
係
文
書
に
注
目

し
、
諸
論
雑
抄
が
遺
さ
れ
て
い
る
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
大
部
の

ァ
ビ
ダ
ル

マ
テ
キ
ス
ト
か
ら
、
議
論
の

一
部
を
抄
出
し
て
書
写
す
る
と

い
う
作
業

は
可
成
り
の
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
。
敦
煌
圏
で
そ
れ

が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
敦
煌
仏
教

の
教
学
組
織
の
卓
越
性

か
、
又
は
敦
煌
圏
を
中
心
と
す
る
国
情
の
変
化
と
こ
れ
に
伴
う
教
学
再

編
,の
急
務

か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

吐
蕃
は
天
宝
末
の
反
乱
に
乗
じ
て
七
六
三
年
、
長
安
を
占
拠
し
、
河

西
の
諸
都
市
を
次
々
と
陥
落
さ
せ
て
七
八

一
年
に
は
敦
煌
を
含
む
河
西

全
土
は
完
全
に
吐
蕃
の
支
配
下
に
入
っ
た
。
河
西
の
諸
都
市
に
い
た
僧

尼
も
、
東

か
ら
西

へ
流
れ
て
敦
煌
に
至

っ
た
。
吐
蕃
王
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ

ン
は
吐
蕃
仏
教

の
発
展
の
た
め
僧
尼
に
命
じ
て
学
習
さ
せ
、
ま
た
使
役

に
従
事
さ
せ
た
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
敦
煌
の
地
の
吐
蕃
化
と
共

に
、
敦
煌

の
地
の
吐
蕃
仏
教
化
が
急
速
に
進
め
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と

が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
敦
煌
で
は
、
こ
の
地
独
自
の
仏
教
経
論
が
編

纂
さ
れ
て
い
た
。
法
成
の

一
連
の
四
法
経
論
広
釈
は
大
毘
婆
沙
論
を
引

用
し
依
用
し
て
出
来

て
い
る
し
、
未
渡

の
書

『眞
實
論
』
も
チ
ベ
ッ
ト

か
ら
河
西

一
帯
に
及
ぶ
仏
教
圏
で
学
ば
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

こ
の
小
論
に
お
い
て
は
、
大
毘
婆
沙
論
の
修
行
道
と
そ
の
実
践
法
の

た
め
の
要
文
の
抄
出
、
又
、
大
毘
婆
沙
論
序
に
み
ら
れ
る
中
原
仏
教

へ

の
反
駁
、
倶
舎
論
雑
抄
の
要
文
に
窺
わ
れ
る
ァ
ビ
ダ
ル
マ
教
学

に
反
論

す
る
経
量
部
師
の
主
張
な
ど
、
従
来
、
敦
煌
圏

で
学
習
さ
れ
、
利
用
さ

れ
て
い
っ
た
吐
蕃
仏
教

の
様
子
が
多
少
な
り
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

<
キ
ー

ワ
ー
ド
>

敦
煌
、
阿
毘
達
磨
、
法
成

(相
愛
大
学
教
授
)
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